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〈年　　譜〉
【学歴・職歴】
1959年2月	 雲雀丘学園高等学校（兵庫県宝塚市）卒業
1959年4月	 京都大学文学部入学
1963年3月	 同文学部文学科（英語学英文学専攻）卒業（文学士）
1963年4月	 同大学院文学研究科（英語学英米文学専攻）入学
1965年3月	 同修士課程修了（文学修士）
1965年4月	 文部教官教育職4等級（大阪大学助手教養部）に採用
1966年5月	 大阪大学講師教養部に昇任
1966年9月	 	英国に出張　Bell School of Languages, Cambridgeにおいて実用英語研修
（Harold Bell奨学金による）（至る1967年6月）
1967年7月	 	University of Cambridge夏期講座（Phonetics and Linguistics）に参加（Frank 
Bell	奨学金による）（至る1967年8月）
1967年8月	 帰国
1972年1月	 大阪大学助教授教養部に昇任
1974年5月	 大阪大学助教授言語文化部（英語教育講座）に配置換
1975年9月	 	英国に出張：Department of Phonetics, University College London　研究生	
（British Council 奨学金による）（至る1978年9月）
1978	年6月	 	国際音声学会「英語音声学」資格試験1級合格	First Class Certificate of 
Proficiency in Phonetics of English	［International Phonetic Association］
1978年8月	 	ロンドン大学「音声学」資格試験1級合格	First Class Certificate of Proficien-
cy in Phonetics —English Phonetics for Foreign Students	［University College 
 London］
1978年9月	 帰国
1981年4月	 東京大学助教授教養学部に配置換
1983年6月	 大学入試センター助教授研究部に併任（至る1984年3月）
1987年9月	 	英国に出張：レディング大学応用言語学部音声研究室において音声学研
究に従事）［Department of Applied Linguistics, University of Reading］（British 
Council 研究助成金による）
1988年12月　　帰国
1990年4月	 東京大学教授教養学部に昇任
1993年4月	 東京大学院総合文化研究科担当（言語情報科学専攻言語習得論講座）
1996年4月	 東京大学教授大学院総合文化研究科に配置換（教養学部兼担）
2000年3月	 東京大学辞職
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2000年4月	 	名古屋外国語大学教育職員就任（大学院国際コミュニケーション研究
科並びに外国語学部教授＜英米語学科＞）　国際交流部長に併任（至る
2002年3月）
2000年5月	 「東京大学名誉教授」の称号を授与される
2002年4月	 	名古屋外国語大学副学長及び外国語学部長に併任（至る2012年3月）　
	 中西学園理事（至る2013年3月）並びに評議員
2012年3月	 外国語学部長併任終了
2013年3月	 中西学園理事終了
2016年3月	 規定により退職「名古屋外国語大学名誉教授」の称号を授与される
【学会、学外顧問など】
1965年4月	 日本英文学会会員（至る1985年3月）
1995年10月	 大学英語教育学会（JACET）会員
1995年10月	 同評議員（至る2004年）
1968年4月	 日本音声学会会員
1979年6月	 	大学入試センター専門委員（1983年4月から英語部会長）（至る1984年
8月）
1994年4月	 	大学入試センター外国語リスニング・テスト調査検討委員会臨時委員
（至る1995年）
1995年6月	 大学英語教育学会評議員（至る2000年3月）
------------------------------------------------------------------
科学研究費補助金
【研究代表者として】
「談話的能力と4言語技能―外国語と日本語教育改善のための対照比較的基礎研究―」
1996－1999年度
研究代表者　松野和彦（東京大学大学院教授）
【研究分担者として（東京大学大学院教授）】
「日本人英語学習者による英語のリズムパターンの習得―生成と知覚において」　1996－
1997年度
研究代表者　須藤路子（順天堂大学助教授）
【研究分担者として（名古屋外国語大学教授）】
「第2言語習得におけるリズムパターンの生成と知覚―英語母語話者と日本人英語学習者
の比較」1998－1999年度
研究代表者　須藤路子（順天堂大学助教授）
【研究分担者として（名古屋外国語大学教授）】
「英語におけるリズムパターンの習得過程―談話における生成と知覚」　2000－2001年度
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研究代表者　須藤路子（順天堂大学助教授）
【研究分担者として（名古屋外国語大学教授）】
「音声言語の効果的指導方法―日本人学習者による英語リズムパターン習得の観点より」　
2002－2003年度
研究代表者　須藤路子（順天堂大学教授）
【学外での活動】
1974年4月	 日本英語検定協会英語検定1級面接委員（至る2001年）
1979年4月	 	大阪朝日カルチャーセンター講師として「英語発音カウンセリング」、
「インテンシブ・ヒアリング」など英語発音訓練の講座を開く（至る1980
年3月）
1981年4月	 	東京朝日カルチャーセンター講師として「英語イントネーション入門」、
「Intensive Listening」など英語発音に関する講義・演習を行う。（至る1984
年3月）
1983年9月	 	全国英語教育研究団体連合会（全英連）主催「英作文コンテスト」2次
審査委員長を務める（至る1999年3月）
1984年4月	  NHK教育テレビ『英語会話Ⅱ』番組作成（30分番組・全22回の構成、
台本執筆、出演、演出、および月刊テキスト執筆）（至る1985年3月）
1989年	 日本英語検定協会（STEP）評議員（1992年5月任期満了）
1995年4月	 	財団法人日本英語検定協会（STEP）試験問題検討委員（至る2002年3
月）
1995年	 大学英語教育学会（JACET）評議員（至る2004年）
2003年1月	 東京大学大学院総合文化研究科博士論文審査委員（現在に至る）
2003年1月	 愛知県立大学・学外評価委員会委員（至る同年3月）
＜著作目録＞
【著書】
『英語表現辞典』	 共著（項目執筆）	 1970年6月	 研究社
『英和中辞典』	 共著（項目執筆）	 1975年9月	 旺文社
『音声学大辞典』	 共著（項目執筆）	 1976年	6月	 三修社
『最新米語発音講座　上・下』	 単著　＜録音監督＞（テープ4巻）
	 	 1979年9月	 リンガフォン協会
『リンガフォン米語新スタンダードコース』　Susan Bailey他と共著　（テープ15巻）　　
　　　　　　　　　＜解説書『アメリカ英語の音』執筆＞　テープ（1巻）制作監修
	 	 1980年9月	 リンガフォン協会
『キャロルの不思議な旅　On the Right Track』（音声教材）　共著
	 	 1981年7月	 リンガフォン協会
『新英語学辞典』	 共著　（項目執筆）	 1982年11月	 研究社
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『児童文学とその英語』　論文集（多田幸蔵編）
　　　　　　　　　　＜「児童書と言葉遊び」（172-190頁）を執筆＞
	 	 1988年3月	 大修館
『英語教育事典Ｉ』	 共著
　　　　＜「カタカナによる英語発音表記について」の項（193-200頁）を執筆＞
	 	 1990年2月	 秀文出版
『最新米語発音講座』　単著（184頁）　CD	2枚（各120分）（上記4の再発行）
	 	 1998年4月	 リンガフォン協会
『ひとりで学べるグローバル英語独習法』（全81頁）　共著（監修）
　　　　　　　　　　第3章「スキル別英語力アップ学習法」のうち
	 ＜「リスニング強化法」（14-23頁）執筆＞
	 	 1999年1月	 セルネート出版
『日本語と言語教育』（全344頁）　共著（上田博人編）　≪シリーズ言語科学≫第5巻
　　　　　　　　　　＜第2章「音声学と外国語教育」（121-147頁）を執筆＞
	 	 2002年12月	 東京大学出版会
『外国語教育―理論から実践まで』（全304頁）　共著
　　　　　　　　　　＜監修および編著（吉島茂と）＞
	 	 2003年11月	 朝日出版社
『イギリス文化事典』（全443頁）　共著（橋口稔編）
　　　　　　　　　　＜「音楽」（106-113頁）の項を執筆＞
	 	 2003年6月	 大修館書店
【学術論文】
「To付き不定詞の機能」　単著　1965年10月
	 『アルビオン』（京大英文学会）復刊第11号　pp.	64-71
‘Four Types of “as...as”’　単著　1966年3月
	 『研究集録』（大阪大学教養部）第14号　pp. 143-146
“Japanese /R/ synthesized by a Vocal Tract Model”　共著　1969年3月
	 『研究集録』（大阪大学教養部）第17号　pp.	151-173
“A Study of Stress”　単著　1971年2月
	 『研究集録』（大阪大学教養部）第19号　pp.	103-116
“Some Allophones of  Japanese /r/ and their Stylistic Values”　単著　1971年4月
	 　『日本音声学会会報』（日本音声学会）第136号　pp.	5-8
“The Sound /wo/ in Present-Day Japanese”　単著　1973年12月
	 『日本音声学会会報』（日本音声学会）第144号　pp.	　　　
「イタリックスをどう読むか」　単著　1975年7月
	 『言語文化研究』（大阪大学言語文化部）　pp.	87-102
「自然な読みをマスターしてリスニングの壁を乗り越えよう」　単著　1983年1月
	 『イングリッシュ・ジャーナル』（アルク）第13巻第11号（10月号）　pp.	107-113
「英語教育でできること・できないこと」　単著　1985　昭和60年12月
	 『会誌』（愛媛県高等学校教育研究会英語部会）	第22号　pp.	7-24
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「英語と日本語の音声・音韻の対照研究」　単著　1987年10月
	 『日本語学』（明治書院）第6巻、10月号、pp.	23-30
「大学における英語教育」　単著　1988年3月
	 『言語文化センター紀要』（東大教養学部付属言語文化センター）第8号　pp.	1-25
「児童書と言葉遊び」（再掲）　単著　1988年3月
	 『児童文学とその英語』（多田幸蔵編、大修館書店）　pp.	172-190
“The alveolar nasal and the Japanese speaker of English---an EPG Study”
　　　　　　　　　　　　　 単著　1989年3月
	 『言語文化センター紀要』（東大教養学部付属言語文化センター）第10号　pp.	65-81
“An electropalatographic study of Japanese palatal sounds”　単著　1989年4月
	 『日本音声学会会報』（日本音声学会）　第	190号　pp.	8-17
「カタカナによる英語発音表記について」（再掲）　単著　1990年2月
	 『英語教育事典Ｉ』（秀文出版）　pp.	193-200
「実技科目としての英語（上・下）」　単著　1990年4月・5月
	 『書斎の窓』（有斐閣）第393号（pp.	21-26）・第394号（pp.	28-32）
“The Perception of Articles in Spoken English by Japanese College Students”
　　　　　共著（M. Sudouと）　1990年6月
	 『音声研紀要』（東京大学医学部）第24号　pp.	163-170
“On the perception of articles in spoken English by Japanese college students—the second experi-
ment”
　　　　　共著	（鈴木博と）　1992年3月
　　　　　　　　　　『コンピュータとビデオの利用による外国語教育再編の可能性』
	 科研費補助金研究成果報告書（研究代表者鈴木博）　pp.	52－56
「『疑問口調』と“Rising Terminal”	―日本語と英語の上昇調について―」
	 単著　1996年9月
	 『言語・情報・テクスト』（東京大学大学院言語情報科学専攻）第3巻　pp.	359-360
「英語母語話者と日本人英語学習者による冠詞の知覚パターンの比較」
　　　　　共著（須藤路子と）　1998年9月
	 『日本音響学会講演論文集1996年版』（日本音響学会編）　pp.	359-360
「音声指導の方法―リスニング訓練について」　単著　1998年3月
	 『研究論集』（東京大学英語教育学研究会編）第2号　pp.	1-21
「リスニングへの7つのアプローチ	―	聞き取り訓練の定式化の試み	―」（再掲）
　単著　2000年3月
	 『談話的能力と4言語技能―外国語と日本語教育改善のための対照比較的基礎研究―』
	 平成8年度－平成11年度科学研究費補助金（基盤研究Ａ2）
	 研究成果報告書（研究代表者松野和彦）　pp.	41-57
「音声言語指導の方法―発音訓練について」　単著　2000年5月
	 『研究論集』（東京大学英語教育学研究会）第4号　pp.	2-8
「日本人学習者のフランス語鼻母音間聞き分け―学習歴による知覚の推移―」
　　　　　共著（竹内京子他）　2000年9月
	 『第14回日本音声学会全国大会予稿集』（日本音声学会）　pp.	159-164
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「調音音声学の役割」　単著　2001年4月
	 『音声研究』（日本音声学会）第5巻1号（特集「音声研究の課題」）　pp.	65-66
「日本人中学生における英語のリズムパターン習得過程」
　　　　　共著（須藤路子他）　2001年9月
	 『第40回大学英語教育学会全国大会要綱』（大学英語教育学会）　pp.	121-126
「音声学と外国語教育」（再掲）　単著　2002年12月
	 『日本語と言語教育』（上田博人編、東京大学出版会）　pp.	121-147
「リスニング力が『総合力』と言われるわけ」　単著　2005年3月
	 『英語教育』（大修館書店）第153巻　第13号（2005年3月号）　pp.	8-10
「音をとらえる----日本語の耳、英語の耳」　単著　2006年3月
	 『大谷女子大学英語英文学研究』（大谷女子大学英文学会）第33号　pp.	1-28
“What Shall We Do With the Japanese Syllabic Nasal? —An Essay in Practical Phonetics of 
English and Japanese—”　単著　2009年3月
	 『言語と言語教育（岡教授退官記念論文集）』（成美堂（2009年3月）
	
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
　以上の他、前任校（大阪大学および東京大学）在勤中には、「朝日カルチャーセンター
（大阪）」、および「朝日カルチャーセンター（東京）」において社会人を対象とした講座
「発音カウンセリング」、「英語発音訓練」、「インテンシブ・リスニング」、「英語イント
ネーション入門」、「ラジオドラマを聞く」、「英語のひびき」、「―耳でとらえる英語の世
界」などを提供する機会があった。
　また、1984年4月から1985年3月までNHK教育テレビ『英語会話II』において、To 
Help You to Talkというテーマで、英語コミュニケーションの最初の障碍をどう乗り越え
るかに重点を置いた番組を展開した。
　科学研究費補助金による研究では、代表者として平成8年度～11年度（1996－1999）
に、「談話的能力と4言語技能―外国語と日本語教育改善のための対照的基礎研究」を行
い、その成果の一部は岡	秀夫・松野和彦（他）：“英語教科書の国際比較”東京大学英語
教育学研究会研究論集．2．（75-86）に発表されている。
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献　辞
　松野和彦教授は、2016年3月末日をもって名古屋外国語大学を退職され
ました。松野先生は、2000年4月に本学に着任され、2002年4月より十数
年間にわたり副学長として、本学の教育、研究、学内運営にご尽力され、
在職中の多年にわたるご功績により、2016年4月1日付で名古屋外国語大
学名誉教授の称号を授与されています。
　先生は、1996年3月東京大学大学院総合文化研究科をご退職後、同年4
月に本学外国語学部英米語学科に教授として迎えられ、国際交流部長を
2002年3月まで務められた後、同年4月から本学副学長および外国語学部
長（2013年3月まで）を併任なされました。この間、本学は、グローバル
化時代における外国語大学の役割とは何かを模索しつつ、現代国際学部の
開設（2004年4月）、外国語学部に英語教育学科の増設（2008年4月）、現
代国際学部に国際教養学科の増設（2013年4月）、外国語学部に世界教養学
科の増設（2015年4月）と拡大発展を遂げてきました。このような変革の
時期にあって、副学長としての役職は激務で多忙を極めたことと推測され
ますが、先生の職責に対する意欲と責任感は顕著であり、敬服せずにはい
られません。
　我が国音声学界の泰斗である先生は、調音音声学の実践的訓練と教育方
法の実績が評価され、東京大学名誉教授の称号を授与されています。本学
でも『音声学』（英米語学科）と『英語学研究II（音韻論・音声学）』（大学
院国際コミュニケーション研究科）を担当なされ、特に前者は、学生の間
で、絶対に受講しておくべき授業として評判でした。
　先生は学問・研究のための基礎能力を何よりも重視しており、論文「調
音音声学の役割」(2001）の中で「音声についての議論ができるための基礎
的な訓練では、母音を、前・後、広・狭、および円唇・非円唇という三つ
の次元で違いを判断できることと、子音の調音位置の相対的な関係を正確
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に判断できることが最低限必要であろう」と記しています。最低限とはい
え、このレベルに達するのは並大抵のことではないと思うのですが、取得
が難しいことで有名な「英語音声学1級資格（国際音声学会）」と「音声学
1級資格（ロンドン大学ユニバーシティコレッジ）の二つの資格を有する
先生だからこそ言える言葉なのです。
　先生は論文「音声学と外国語教育」（2002）において、調音音声学の聴覚
的訓練法と発音訓練法を細部にわたって紹介し、「指導者は、実例を自分
の音声で作り出して示すだけでなく、学習者の発音の問題点を分析した上
で、その解決の方法を具体的に示唆し、改善に導くとともに、最終的に、
学習者自身がそのようなプロセスそのものを体得するように指導するべき
である。その指導の適否の判定は、これも、結果として生じた音声が、正
しいかどうかであることはいうまでもない」と述べておられます。確固た
る能力に裏打ちされた教育姿勢は、分野の別を問わず、私たちすべての外
国語教員の心に訴えないわけがありません。
　会議でお目にかかる先生はいつも静かな佇まいで、数年前の学科のパー
ティの折、京大合唱団に所属していた若き頃そのままの美声をご披露な
さったことがあるなどとは、とても想像できませんでした。これからもま
すますご健康で、歌を愛し、後進の指導にも変わらぬ愛情を注いでくださ
るようお願いいたします。
	 英米語学科長　　　
	 浅川　照夫　　　
